






“Essay and teaching material research about the way 
how to unite the Japanese traditional music to the 
elementary school music department education.”
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１、はじめに
　学習指導要領が教育基本法の改訂にともない平成20年３月に改訂され告
示された。小学校は平成23年度、中学校は平成24年度より完全実施される。
学習指導要領は昭和22年３月に作成され今回で７回目の改訂であるが、国
家や社会の求められる情勢により内容も10年毎に改善されている。
　今回改訂された新学習指導要領の中に、「我が国の伝統と文化を尊重し、
我が国と郷土を愛すること」という文言が含まれており、小学校の音楽科に
おいても日本の伝統文化を取り入れた音楽の授業が必修となると考える。
筆者は、実際に日本の伝統音楽を取り入れた授業ができるのか危惧してい
る者である。
　なぜならば、明治初期の「学制」より近代教育制度が始まり、明治12年
音楽取調掛が設けられ我が国の伝統音楽の調査研究を行ったが、その後新
時代に合う音楽教育制度の確立のため、文部省（現在は文部科学省）は西
洋音楽を取り入れた教育を推進したのである。したがって、第二次世界大
戦以降の義務教育は、音楽というと西洋音楽を指しているのが一般的とな
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り、小中学校の義務教育や高等学校でも西洋音楽を学ぶことが主流になっ
た。また、教員養成校や音楽専門大学等においても西洋音楽の習得を目的
とする教育が一般的となっている。
　筆者にとっても、日本に居ながら我が国の伝統音楽の経験は皆無であり、
その知識もあまりないのである。そして、現在の世の中では、TVやラジ
オの放送メディア、音楽界全般で西洋音楽が主流となり、まさしく全世界
でも西洋音楽が溢れているのである。
　今回、どのような日本の伝統音楽と融合する音楽科の授業を進めねばな
らないのか、教育者である以上新学習指導要領の改正点をしっかりと受け
止め、これからの時代や社会にあった指導を計画せねばならないと考える
のである。
２、音楽における新学習指導要領の経緯と改訂点
　教育基本法が実に60年を経て、平成18年12月に改正された。人間の教育
や、教育の目指す根本的な「教育の目的」は第一条に掲げられているが、
新たに第二条が設けられ、目的を達成するための重要な事柄を整理し５つ
の項目にまとめ、「教育の目標」として示された。
　その中の第二条の五では、「伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我
が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと。」とある。
　学校教育法はこれを受け、義務教育における小学校の目標を第二十一条
で10号にわたりまとめ、規定している。音楽科教育に関係する項目は、「生
活を明るく豊かにする音楽、美術、文芸その他の芸術について基礎的な理
解と技能を養うこと。」（第九号）と掲げられており、他にも「我が国と郷
土の歴史について、正しい理解に導き、伝統と文化を尊重し、それらをは
ぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに、〜（以下省略）」
（第３号）等々が関係すると考えられる。
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　音楽の主な改訂点は、「我が国の伝統的な歌唱の指導も重視」するよう示
され、小学校では「唱歌や民謡、郷土に伝わるうたについて、さらにとり
あげる」とされた。（前回の改訂では中学校学習指導要領で、「和楽器につ
いては、３年間を通じて１種類以上の楽器を用いること」とされ、我が国
の伝統音楽を重視する上で中学校の音楽教育の大きな転換期となった。）
　小学校の音楽についてさらに具体的に述べると、新学習指導要領の２内
容〔B鑑賞〕において次のように示されている。
※低学年のアで「我が国及び諸外国のわらべ歌や遊びうた〜（以下省略）」
※中学年のアで「和楽器の音楽を含めた我が国の音楽、郷土の音楽、諸外
国に伝わる民謡など生活とのかかわりを感じ取りやすい音楽〜（以下省
略）」
※高学年のアで「和楽器の音楽を含めた我が国の音楽や諸外国の音楽など
文化とのかかわりを感じ取りやすい音楽〜（以下省略）」
以上等々を取り扱うよう改訂が加えられた。
　「指導計画の作成と内容の取扱い」においては、
※２（３）歌唱の指導について、イの歌唱については、共通教材のほか、
長い間親しまれてきた唱歌、それぞれの地方に伝承されているわらべう
たや民謡など日本のうたを含めて取り上げるようにすること。
※２（４）各学年の「A表現」の（２）の楽器について、アの各学年で取
り上げる打楽器に和楽器が含められている。
※２（４）各学年の「A表現」の（２）の楽器について、エの第５学年及
び第６学年で取り上げる旋律楽器は、和楽器も含められている。
※（５）音楽づくりの指導についてのウでは、我が国の音楽に使われてい
る音階や調性にとらわれない音階とある。
　以上の他、新学習指導要領は新設された「共通事項」と前述しているが
「第３　指導計画の作成と内容の取扱い」が増設されていることや、〔A表
現〕の唱歌では、歌唱共通教材の必ず指導する教材数が増加している。
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　また、内容の構成の変更は各学年「２内容　A表現」において（１）歌
唱　（２）器楽　（３）音楽づくり　、「B鑑賞」、「共通事項」で構成されて
いるが、これらは中学校との連続性を配慮して示されていると考察する。
　このような学習指導要領の改定となった理由は何なのか考察すると、こ
の背景には、世界の文化や科学の発展が著しく、日本はその中にあって真
の国際理解国となり、先進国として他国の文化も充分に取り入れ科学や技
術も世界のトップにある。そうした国際化する社会の中で自国の伝統や文
化を見直すことは意義のあることであり、一人ひとりが自分の国の伝統文
化を誇れることが必要であり重要となったのである。
　そうすると、先ず日本音楽とは何なのか、どんなものがあるのかを探り、
つづいて日本の伝統的音楽とどう関わり、どう融合したら良いのか、考察
し教材研究することであると考える。
３、日本の音楽とは何なのか。
　私たちが普段使っている「日本の音楽」という用語は、古代から現代に
いたるまでの様々な日本独自の音楽を総括して使っている訳であり、邦楽
の三味線・箏曲・尺八等の楽器演奏や、能楽・歌舞伎・謡曲などの声楽、
等々広義には日本の伝統音楽もすべて含まれている。音楽という言葉も現
在は一般化して使われているが、狭義には明治以前大陸から伝わった器楽
合奏曲を指す、「ウタマイ」と呼んでいた雅楽の用語であったり、貴族のあ
そびである「管絃」を意味していたのである。
　ここでの「日本音楽」は抽象的な現代音楽や西洋的書法で作られた現在の
西洋音楽を除き、以上のように広義の意味で使われる幕末ごろまでの様々
な音楽を総称して「日本音楽」と呼び、同じ意味ではあるが別の視点で見
た、古くから伝えられている日本独自の音楽を「日本の伝統音楽」と使い
分けることとする。
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４、日本の伝統音楽とはどんなものがあるのか
（１）声明
　声明は仏教の経典を朗唱することを我が国では声明と呼んでおり、朝鮮
の百済から伝来したものである。奈良時代に、唐の僧侶を模範にした統制
があり、さらに東大寺開眼の時に大がかりな声明の演奏が行われた。声明
はインドから中国に伝わり、日本では空海と最澄が唐から声明を学び、最
澄は80５年に帰国して天台宗を開き、空海は806年に帰国し真言宗を開き、
それぞれが声明を伝来した。また、円仁も84７年に声明を学んで比叡山の延
暦寺に天台声明を開いた。梵語による梵讃とよばれる声明と、漢語による
漢讃とよばれる声明があり、平安時代になって和讃とよばれる和文の声明
が作られ、歌謡的な性格は一般民衆の間に広まっていったのである。声明
には語るようなものと、歌うようなものがあり、リズムは拍節のはっきり
したものや、自由なリズムとがある。曲は小旋律型を集合した大旋律型さ
らに大規模になっており、音階は核音を中心に２度や４度の音程で上下に
動き核音に戻る構成になっている。
（２）雅楽（管絃・舞楽）
　今から約1400年前に、古代中国の祭祀の楽舞が伝来し、日本固有の音楽
となり、平安中期ごろに今日の形に完成し、主に饗宴用楽舞を含む宮廷の
音楽の総称である。伝来した当時のまま変化せずに伝承され現存している
理由は、宮廷や貴族社会、神社や仏閣だけで行われてきたからであり、現
在は宮内庁式部職楽部の伝承する雅楽を基準にしている。雅楽は語源から
すると、優美で上品なみやびやかな音楽と言えるが、正しい正統の音楽と
いう意味も含まれており、千数百年の時間の流れを経ながらも、なお形を
変えずに存在する伝統音楽として、世界に誇れるものである。
　雅楽には、「唐楽」と「高麗楽」があり、音楽だけの管絃と舞を伴う舞楽
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があり、その演奏技法で区別する。
☆演奏形態は主に「歌物」、「管絃」、「舞楽」の三つである。
＊歌物（歌謡）には、唐楽器を用いて伴奏する、饗宴用の催馬楽と朗詠
があり、大陸系の音楽の影響を受けて平安時代に作られた。また、日
本古来の原始歌謡で「国風歌」（くにぶりのうた）がある。
＊管絃は、現在では唐楽を演奏し、高麗楽は演奏されない。大陸系の楽
器で演奏される器楽合奏である。
＊舞楽は、楽器演奏ともに歌に伴って舞う「国風舞」と、唐楽の伴奏で
舞う「左舞」、高麗楽の伴奏で舞う「右舞」とがある。
＊さらに、我が国の古楽（日本固有の音楽）に由来するものには、「神楽
歌」（かぐらうた）、「東遊」（あずまあそび）、「久米舞」（くめまい）、
等々があり、「和琴」や「笏拍子」（しゃくびょうし）の伴奏楽器を使っ
て歌や舞が演奏されていた。
☆曲の様式は、序（じょ）・破（は）・急（きゅう）があり、
＊序は、ゆったりした流れと旋律を自由な緩急で演奏する。
＊破は、１小節を八拍のゆったりした流れで演奏する。
＊急は、一小節を四拍としたやや速めに演奏される。
☆曲の調子、現在は唐楽で６種類、高麗楽に３種類がある。
＊双調（そうじょう）：呂旋法　G
＊壱越調（いちこつちょう）：呂旋法　D
＊黄鐘調（おうしきちょう）：律旋法　Am、高麗雙調（こまそうじょう）
＊太食調（たいしきちょう）：呂旋法　E
＊平調（ひょうじょう）（秋）：律旋法　Em　、高麗壱越調（こまいちこ
つちょう）
＊盤渉調（ばんしきちょう）：律旋法　Bm
＊高麗平調（こまひょうじょう）：律旋法　F#m
　上記のそれぞれの調に色々な演目があり、唐楽や高麗楽で季節や行事等
に対応する曲を演奏する。
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☆雅楽に使われる楽器と役割や編成
＊笙（しょう鳳笙）、篳篥（ひちりき）、龍笛（りゅうてき、横笛おうて
き）・高麗笛（こまぶえ）・神楽笛（かぐらぶえ）・中管
＊楽太鼓・大太鼓（だだいこ）、鉦鼓（しょうこ）・大鉦鼓、鞨鼓（かっ
こ）・三ノ鼓（さんのつづみ）
＊楽琵琶、楽箏・和琴（倭琴）
＊管絃の演奏は、管楽器の篳篥と付随する龍笛が主体になって旋律を演
奏する。また、龍笛は篳篥が出ない音を補い旋律を豊かにしている。
＊笙は唯一日本の楽器のなかで和音を奏で、基本的には６音で構成し、
４度と５度の音程を組み合わせた音が出せる楽器である。笙の音は和
音と言っても厳密には不協和音であるが雅楽独特の音の雰囲気を醸し
出している。
＊琵琶と箏は、現代の弓で擦る弦楽器と違い弾いて音を出し、演奏の流
れを保持し、リズムや強弱を整える役目をしている絃楽器である。
＊太鼓や鉦鼓は、間を取りながら楽曲全体を引き締め軽快さや重厚さを
与え、これによって速さに影響を与えている。
＊鞨鼓は曲の始まりを合図したり、たたき方によって途中で曲を終えた
りする役目もしており、この役目は長老や楽長が担当している。
　合奏の中心である管絃の編成は、一般に三管、三鼓、両絃の８種類で、
前から一人ずつ鞨鼓・太鼓・鉦鼓、次に琵琶が二人と箏が二人、笙・篳篥・
龍笛がそれぞれ三人の基本的には16人で、三管、二絃、三鼓で演奏される
のが、バランスがとれ調和がいいとされる。この楽器の配置は、後方の奏
者が自然に前方の奏者の様子を見ることができ、息の合った演奏ができる
のである。
　管絃は、管楽器の音頭（おんどう）・箏の主箏（おもごと、面箏）・琵琶
の主琵琶（おもびわ、面琵琶）の主奏者がそれぞれをまとめている。
　また、三管ついて東儀秀樹は、笙は天から差し込む光を表し、龍笛は天
と地を駆け巡る龍を表し、篳篥は地上にこだまする人々の声を表している
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と表現している。
☆渡し物、
　別の調子で演奏することを「渡し物」といい、移調した調で演奏すると
楽器によってはその音階で使われる音が本来の音と若干違う音になり、ず
れる現象があり独特の味わいがでてくる、それをヘテロホニーとよぶ。例
えば平調の「越天楽」を盤渉調で聞くと主旋律の篳篥が低いので龍笛がそ
れを補ってずれを生じ、味わいのある音楽になるのである。
☆雅楽の作品・演目
＊管絃では組曲の、「平調音取」、「五常楽」序、「五常楽」破、「五常楽」
急 
＊舞楽の組曲では、「太食調調子」、「太平楽」道行、「太平楽」破、「太平
楽」急、 「高麗壱越調小音取」、「貴徳」破、「貴徳」急、「白浜」などが
あげられる。
＊神楽歌には、「神楽音取」、「閑韓神」、「早韓神」、「お介阿知女」、「和
琴小前張音取」、「千歳本歌」、「千歳末歌」、「尚千歳」、「早歌」、「早歌
揚拍子」、「お介」、「朝倉音取」、「朝倉」、「其駒三度拍子」、「其駒揚拍
子」等の組曲がある。
＊東遊歌には、「狛調子」、「阿波礼」、「一・二歌音出」、「お振り・一歌」、
「駿河歌々出」、「駿河歌一段」、「駿河歌二段」、「加多於呂志」、「阿波
礼」、「求子歌出」がある。
＊単独曲（管絃と舞楽） には、壱越調音取の「蘭陵王」破、平調音取の
「越殿楽」（残楽三返）、「双調調子」、「春庭花」、「古楽乱声」、「抜頭音
取」、「右方抜声」
＊東遊歌・久米歌・催馬楽・朗詠では、 
　東遊歌で組曲の、「狛調子」、「阿波礼」、「一・二歌音出」、「お振り、一
歌」、「駿河歌々出」、「駿河歌一段、駿河歌二段」、「加多於呂志」、「阿
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波礼」、「求子歌出」、「求子歌」
　久米歌で組曲の、「久米歌音取」、「参入音声」、「揚拍子」、「伊麻波予」、 
「退出音声」
　催馬楽に、「平調音取」、「伊勢の海」、「双調音取」、「安名尊」
　朗詠には、「盤渉調音取」、「東岸」がある。
　以上のような内容になっているが、雅楽には非常に工夫された楽器、雅
楽で使われる用語には私たちが現在でも使っている用語があり、おもしろ
いものがある。また、中国やインドの哲学思想や宇宙観とか陰陽道（おん
ようどう、陰陽五行説）が反映されているので興味がある。日本に伝来し
て1400年もの間に演奏や合奏の音楽理論がしっかりと定着し、育まれ今日
まで守られているすばらしさがあり、日本の伝統音楽として世界に誇れる
芸術であり、小学生にも楽しめることがたくさんあると推察する。
（３）能楽
　能楽は奈良時代に中国から伝来し、平安時代になってこっけいな物まね
を主体とする「猿楽」となった。後にこっけいな物は「狂言」となり、芸
術的な歌舞を中心とした物は「猿楽能」になった。室町時代になって、観
阿弥（かんあみ）や世阿弥（ぜあみ）が芸術的にも理想的な幽玄の世界を
樹立し、能楽の礎を築いたのである。江戸時代になると徳川家康が能楽を
好み、武士の嗜みによって益々の発展をした。
　能楽の特長は、音楽や演劇・舞・美術が結合した総合芸術であり、大体
が能面を付けて舞われ、舞台によって演じられ、音楽的なものとしては、
謡曲（うたい、謡）と囃子（はやし）がある。
☆謡曲は、立方（たちかた、動作や舞を担当するシテ方やワキ方）と地謡
（じうたい、演技は行わない）によって謡われる。発声は喉の奥から腹式
呼吸で様々な声種で出されるが、この発声が能の魅力の一つになってい
る。
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☆囃子は、能管（のうかん、笛）、小鼓、大鼓、太鼓が使われる。能管が旋
律を演奏し、他の楽器がリズムを受け持っている。能の音楽や全体の統
括は、シテか場合によっては地謡が行うが、さらにシテや地謡によって
囃子の演奏が始まる。囃子の語源は「栄やす」からきており引き立たせ
る行為からできた語で、能では謡や舞を栄やすことを目的にしている。
　掛け声が打楽器の奏者によって、ヤ、ハ、ヨーイ、イヤなどで発せられ、
演奏者の主張を互いに確かめ合っているもので、次の演奏の繋ぎとなる
役目がある。これらが音楽の一部となり、能楽全体の効果を出し魅力あ
るものにしているのである。
☆能面は観阿弥によって面が使われ出し、猿楽では重要なものとされた。
室町の末期には能面の基本の形が出揃ったといわれている。面を使う理
由は変身のためで、特に男性の役者が女性役になり、女性の面が発達し
ているが、他にも神や仙人、亡霊、花の精など世に現存しない役に能面
が使われる。また、面を付けることで役者の神聖な気持ちを表現するも
ので、動きに洗練されたものが演出される。
☆能楽には５つの種類に分けられる
＊初番目物（脇能わきのう、神能かみのう）
　「高砂」（たかさご）、「老松」（おいまつ）、「竹生島」（ちくぶしま）な
どがあり、神が万民を祝う内容が多い。
＊二番目物（修羅物しゅらもの）
　「頼政」（よりまさ）、「朝長」（ともなが）、「敦盛」（あつもり）、「八島」
（屋島・やしま）、などがある。源平の武将など修羅場の様子を、情緒
のあるものに表現している。
＊三番目物（鬘物かずらもの）
　「羽衣」（はごろも）、「松風」（まつかぜ）、「井筒」（いづつ）などで、
立方が優雅で美しく女性をシテとし、音域の広い優美で哀愁のあるヨ
ワ吟（情緒ある場面の謡い方）で謡われる。
＊四番目物
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　様々な内容が多い。「葵上」（あおいのうえ）、「道成寺」、「隅田川」、「安
宅」（あたか）、「鉢木」（はちのき）
　など。
＊五番目物（切能、鬼畜物きちく）
　躍動的で速度が速く動きが多い。天狗、鬼、畜類、亡霊など超人間的
存在物をシテにして、一般にはツヨ吟（爽快で勇壮な場面や厳粛な時）
で謡われる。「鞍馬天狗」、「船弁慶」、「殺生石」、「大江山」、「黒塚」な
どがある。
　以上のほか能楽は、分業制になっており、それぞれ専門の流派があり、
立方のシテ方・ワキ方・狂言と囃子方の笛方・小鼓方・大鼓方・太鼓方の
合計７種の役があり、他の流派といっしょに出演することはない。
（４）歌舞伎
　歌舞伎は江戸時代の100年前から始まり、さらに鎖国によって一般庶民の
音楽文化が日本の中で形成され流行っていったものである。「傾く、かぶ
く」は異様な風俗ふざけた振る舞いに語源があり、当時は仮装や様々な作
りもので流行の歌をうたいながら集団で踊る「風流な踊り」として行われ
た。ここから「歌・舞・伎」と呼ばれるようになったのである。
　歌舞伎の創始は男装をして踊る、出雲の国の「阿国」から「女歌舞伎」と
して始まり、「若衆歌舞伎」「野郎歌舞伎」と変遷を重ね、男性による舞台
芸能として音楽的にも演劇的にも発展した。歌舞伎舞踊は、出端（では）・
中端（なかは）・入端（いりは）の３段の形式で構成され、音楽は1５世紀に
入って中国から沖縄を通り伝来した三味線が主な楽器となり1７世紀に盛ん
になってゆく。そして伴奏に使われるようになった楽器は三味線、笛・子
鼓・大鼓・太鼓（これらを四拍子しびょうしという、能の4種の楽器）、篠
笛などであった。
　つづいて歌舞伎と結びつき、長唄、常盤津節、清元節が三味線音楽とし
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て発達した。
☆長唄
　元禄年間（1688－1７03）江戸に長唄が行われるようになった。一時上方
（京阪）に移ることもあったが、江戸にもどって歌舞伎の音楽になり発展し
た。語る要素もかなりあるが、歌舞伎舞踊に結びついた音楽なので三味線
や囃子（能楽の囃子と同じ）がリズミカルである。器楽的な傾向のある長
い合方が入る曲が多く、長唄は明るく華やかに澄んだ声で唄われ、三味線
は細棹（ほそざお）で軽やかで軽快な音色があり、歌舞伎同様舞台上で行
われる。
　長唄の種類には次のようなものがある。
＊変化舞踊曲：色々な役を一人で早替わりして行う舞踊、「越後獅子」、「汐
汲」、「小鍛冶」、等々
＊単独舞踊曲：「娘道成寺」、「執着獅子」（しゅうじゃくじし）、等々
＊舞踊劇の曲：劇中に舞踊が入るもの、「勧進帳」、「蜘蛛拍子舞」、等々
☆常磐津節
　常磐津節は、唄う部分と語る部分の両方が同じくらいで、長唄同様に歌
舞伎舞踊に結びついた音楽である。技巧的な発声や裏声はなく自然な発声
で唄われ、三味線も中棹が使われ、やわらかで温かみのある音色をしてい
る。演奏形態は、二挺三枚（にようさんまい）といい、２人の三味線と３
人の太夫（だゆう、語り手）で行われるのが普通である。
＊「将門」、「蜘蛛の糸」、「乗合船」、「三世相」（さんぜそう）
☆清元節
　常磐津節やさらに富本節から分かれた浄瑠璃の一種であり、江戸で始め
られ歌舞伎舞踊に結びついて発達した。常磐津に比べ唄う要素がさらに多
く、江戸の気質を表して粋で軽快であり、発声は裏声を使い、技巧的であ
りながら、柔軟な音色を出している。三味線は中棹であるが、常磐津より
やや小さめで、やわらかく澄んだ音色である。演奏形態は、常磐津と同じ
で二挺三枚（にようさんまい）であり、三味線はひかえめで唄を主体にし
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ている。
＊「雁金」（かりがね）、「神田祭」、「権八」、「保名」（やすな）、「累」（かさ
　ね）、等々がある
※義太夫
　大阪の竹本義太夫によって始められた浄瑠璃の一つで、義太夫と呼び、
人形劇に結びつき、歌舞伎には結びつかず、唄うことよりも語ることが多
い語り物音楽である。発声法は、迫力のある力強い声量が必要とされ、伴
奏の三味線は太棹を使い重厚な音色を出していた。義太夫は時代物と世話
物に分けられ、時代物は古き時代の武士や公家の生活を語り、世話物は男
女の心中事件など江戸庶民の話を語ることが多かった。
＊時代物で、「鮨屋の段」（義経千本桜）、「山科閑居の段」（仮名手本忠臣
蔵）、「寺子屋の段」（菅原伝授手習鑑）、「尼ケ崎の段」（絵本大功記）、
等々
＊世話物で、「堀川猿廻しの段」（近頃河原達引ちかごろかわらのたてひき）、
「酒屋の段」（艶容女舞衣はですがたおんなまいぎぬ）、「野崎村の段」（新
版歌祭文しんばんうたざいもん）、等々
（５）雅楽や能と結びついた日本の楽器
ア、浄瑠璃と三味線音楽
　歌舞伎に三味線が使われるようになったが、時代的には同じ享禄４年
（1５30）頃から浄瑠璃が始まる。浄瑠璃は、浄瑠璃姫と牛若丸の恋物語が人
気になり浄瑠璃の名前が残ったものである。当時はまだ三味線が伝来され
ておらず、扇拍子を伴奏にしていたが中国から伝来され平家琵琶や謡曲と
いっしょになり、さらに三味線の伴奏で行われる人形芝居の音楽が人形浄
瑠璃となって発展するのである。関西では浄瑠璃というと義太夫を指して
おり、明治初期になって大阪に文楽座という劇場がつくられ、その後人形
浄瑠璃を「文楽」ともいっている。
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　江戸でも三味線音楽の発展をみるが、劇場に出演していた鶴賀若狭掾（つ
るがわかさのじょう）が独立してお座敷浄瑠璃として活躍する。その門弟
の二世鶴賀新内の名人芸で新内節（しんないぶし）といわれる発展があり、
さらに富士松魯中（ふじまつろちゅう）が現れて新内節の名曲を作り、演
奏家としても尽力した。
　新内節は、著しい旋律の発展や速度の変化、情念のある唄い方など純音
楽的発展をみせる。やや大きく太い中棹の三味線は、音色も力強く、情緒
表現に適している。作品には次のようなものがある。
＊鶴賀若狭掾作曲、「明烏」、「蘭蝶」、「伊太八」
＊二世鶴賀鶴吉（若狭掾の娘）作曲、「千両幟」（関取千両幟）
＊富士松魯中作曲、「弥次喜多道中膝栗毛」、正夢（明烏后正夢あけがらす
　のちまさゆめ）
　その後、現在の邦楽においても一般の人の間にお座敷三味線や民謡と一
緒に発展し三味線音楽の隆盛をみるのである、
イ、箏曲と八橋検校
　雅楽を源流とした新しい楽器の展開が、歌舞伎や浄瑠璃の他に始まった。
九州筑後の賢順という僧は、箏の演奏法を身に付けるための片仮名の「唱
歌」（しょうが）の方法を歌詞による言葉を付けて、唄いながら箏を弾い
ていた。雅楽の場合管楽器が旋律を奏で、箏や琵琶はリズムや拍子を受け
持っていたので、管楽器の部分に歌詞を付け唄っていたと思われる。こう
して九州筑紫の僧による唱歌の作品「箏組曲」が作られ、筑紫流筝曲とし
て箏の開花が始まったのである。
　八橋検校はこの賢順という僧の弟子に学び、箏の奏法と共鳴や調律を研
究し、独奏楽器として筝曲の発展に貢献したのである。よく知られている
作品に「六段の調べ」や「みだれ」、「八段」がある。つづいて八橋検校に
学んだ生田検校が京都に生田流筝曲を広め、山田検校は江戸に山田流を広
めて、次々と作品を作り箏の発展をみるのである。しかし江戸時代は三味
線音楽の方が一般の人に馴染みが深く、まだ武士の娘等の教養で学んでい
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たにすぎず、隆盛は江戸末期になる。
　現在の箏の普及はどちらかというと三味線はお座敷や民謡で行われると
いう潜在的な印象もあって、箏の方がしとやかで上品な感じのする楽器と
して中流階級の日本のお嬢様の嗜みとして行われている。
ウ、尺八の音楽
　江戸時代、禅の修行では息を鍛錬するために尺八の楽器が使われた。仏
教のいわゆる虚無僧とよばれる僧たちの修行のための道具であった。自由
で瞑想的な尺八のための本曲と呼ばれる独奏曲や重奏曲は、整理収集され
一般人にも尺八音楽が浸透して発展するようになった。本曲には「鹿の遠
音」、「鶴の巣籠り」などが有名である。また外曲と呼ぶものは、箏や胡弓、
三味線などをいい、箏や三味線の合奏を意味しており胡弓のかわりに尺八
を用いたものを三曲合奏という。尺八は、その名の通り一尺八寸の長さで
あるが、民謡と一緒になり伴奏楽器として用いられ、声の高さに合わせた
色々の長さの楽器があり、発展するのである。
（６）民俗芸能と民謡
　各地の民俗芸能は、江戸初期の風流踊りから始まり、太鼓踊り、花傘踊
り、鞨鼓踊り、など特徴のある舞踊や音楽を残した。さらに器楽を使う祭
り囃子やさまざまな仕事歌などが民俗音楽として各地に残っている。祭り
では、竹笛、宮太鼓、締め太鼓、鉦、などが囃子として使われたが、これ
らは京都祇園祭り囃子や、神田囃子、葛西囃子の影響である。
　また、民謡の原点になったものは、田植え歌や木挽き歌・酒造り歌など
があり、自由な形でうたわれる仕事歌、拍子をとり音頭に合わせて大勢で
うたう作業歌など、江戸時代から一般の人の間に広まってきた。さらに、
日常生活に関わりのある宗教的行事の唄や、祝い唄などもうたわれている。
　日本の民謡では、リズム的種別によって、八木節のように拍節がはっき
りしたものを八木節様式とし、追分のように自由なリズムでできており拍
節がはっきりしないものを追分様式とに分け区別している。民謡は、次第
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に都会化され俗化されて酒宴の時に唄われるものも多くなったが、正統性
を主張する民謡もありその場合は「正調」と呼ぶこともある。なお、わら
べうたも民謡の一種であるが種目も多く今回は広範囲になるので取り上げ
ていない。
　北海道から順に、全国の比較的有名な民謡を取り上げると次のようなも
のがある。
＊「ソーラン節」：北海道、獲ったニシン漁を船に引き上げる時に唄われる
力強い労作唄である。
＊「秋田追分」：追分には色々ないわれもあるが、他にも「江差追分」「信
濃追分」信州浅間山麓の馬子唄、「酒田追分」、「本荘追分」等々もある。
＊「津軽じょんから節」：青森の上河原という城主の墓地がある地名の霊を
慰めるための唄である。
＊「秋田おばこ」：（おばこ）は未婚の若い娘をいうが、山形の庄内地方で
馬を曳きながら唄われていたものが秋田にも伝わった唄である。
＊「南部牛追唄」：何頭もの牛に米俵や炭俵等の荷物を曳かせて運ぶ、悠々
とのんびりとした道中を唄った岩手県の唄である。
＊「斉太郎節」：漁をする船を漕ぐときに唄った人の名前であるが、祝い唄
の「さいたら節」が伝わったものともいわれている。
＊「花笠音頭」：紅花の産地である尾花沢や寒河江の東北村山地区が発祥地
で盆踊り的な唄である。
＊「会津磐梯山」：明治初期頃から若松市のお寺の境内で唄い踊られてい
た。
＊「日光和楽踊り」：栃木県日光の盆踊り唄である。
＊「八木節」：栃木・群馬・埼玉の境目地域で唄われる盆踊り唄である。
＊「秩父音頭」：日光和楽踊り、相馬盆唄と全国的に有名である。
＊「箱根馬子唄」：新井の関所を歌詞にもりこみ、箱根街道の道中で唄われ
る馬子唄である。
＊「佐渡おけさ」：この名前は大正13年からで、佐渡相川町地方で唄われた
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相川おけさが普及したもの。
＊「武田節」：この唄は詩吟が入り歌舞をもりあげた新民謡である。
＊「木曽節」：御嶽山信仰の唄である。
＊「こきりこ節」：富山県五箇山地方に伝わる神楽踊りである。こきりこは
細竹で、これをつなぎ合わせたものを打って音を出す。
＊「山中節」：石川県の歴史ある山中温泉で唄われてきた座敷唄である。
＊「三国節」：福井県の東尋坊や三国港近辺九頭竜川の観光地を唄ってい
る。
＊「ちゃっきり節」：昭和２年静岡鉄道が宣伝用に作った唄である。
＊「岡崎五万石」：江戸時代三河岡崎は家康生誕の地として注目され、代々
つづく大名岡崎が藩主となった。五万石の大名としては小藩であるが、
格式が高く城下は常に繁栄した。曲調は“ヨイコノサンセ”という木遣り
唄を応用説と、矢作川の船頭の唄がその原調だと言う説がある。
＊「郡上節」：盆踊り唄で「伊勢音頭」の変化したもの、また飛騨の「臼引
き唄」がその原形だという説もある。
＊「伊勢音頭」：木遣り唄を源調とする「ヤートコセー」囃子が愛唱され全
国に広がっている。江戸時代にお伊勢参りと一緒に唄われたのである。
＊「河内音頭」：大阪河内地方の盆踊り唄であるが、長い口説が特徴であ
る。
＊「デカンショ節」：丹波に出稼ぎに行く酒造りの唄とする説や方言の「で
ござんしょ」という説もある。
＊「福知山音頭」：歌詞は福知山から京都に向かった様子を唄っている盆踊
り唄である。
＊「淡海節」：お座敷唄で名古屋甚句の曲調がある。
＊「吉野木挽唄」：木挽き唄としては日本では最も古いものとされる、吉野
杉の木挽唄である。
＊「串本節」：江戸幕末頃串本港で帆船の各地を回る人たちが伝え、全国的
に広まった唄である。
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＊「貝殻節」：漁師の貝を獲る様子を唄ったもので、潮の香りやほのかな哀
愁も感じられる。
＊「安来節」：出雲節が原調で日本の港町で唄われた。
＊「阿波よしこの節」：「阿波踊り」「徳島盆踊り」ともいわれる徳島市を中
心とする盆踊り唄である。
＊「金毘羅船々」：全国的に親しまれている唄であり、香川琴平町にある金
刀比羅宮は、漁師や船乗りから海上守護の神として信仰されている。
＊「伊予節」：江戸で上演された長唄に由来し、原唄は伊勢神宮の名所を
唄ったものであった。
＊「よさこい節」：高知県の代表的民謡で木遣り音頭の変化したもの、起源
は慶長年間（1５９6〜1614年）高知城築城で唄われた。現在でも若者など
によって全国的に広まっている唄である。
＊「黒田節」：雅楽の旋律で越天楽の平調から作られている。歌詞は福岡の
黒田藩士の作で、手拍子によって唄われ武士たちに愛唱された。最近で
は見られないが酒のある場所では必ず唄われ踊られていた。
＊「五木の子守唄」：源平時代に五木村で唄われていた子守歌である、子守
自身の境遇を唄い哀愁感があり全国に知れわたった唄である。
＊「刈干切唄」：日本中に有名な唄であるが、九州宮崎地方の夏から秋にか
けて萓や小笹を刈るときに唄われる。
＊「鹿児島小原節」：発祥地が唄名になっている作業唄であり、南国のあか
るい調子が全国的に流行した。
＊「てんさぐぬ花」：鳳仙花を唄ったわらべうたの一種である。花びらの赤
い汁を爪に染めてあそぶことをなぞらえ、母の言いつけを守らせようと
した教訓的唄である。琉球音階の美しい旋律でできている。
５、小学校音楽科で伝統的な日本の音楽に融合できるか、
　　またその試論。
　これまで、色々な文献を参考に自分の意見を交えながら、日本に伝承さ
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れる音楽を取り上げてきたが、この中でいったいどんなものが小学校の音
楽科に融合できるのか。いよいよ本論に入らなくてはならない。
　そこで、小学生の心身の発達を考えてみると個人差はあるが、先ず音の
高低の弁別は２歳頃から５歳頃には正確に聴き取れるようになり、旋律的
な認知ができる。リズムの反応は、年齢に比例しながら手や足や声が向上
し、８歳頃には頂点を示すことが知られている。次に無調的な音楽と調性
のある音楽では、５歳頃から８歳頃に顕著な発達が現れ調性感が可能とな
る。さらに同じようなことであるが、協和・不協和のきれいな響きと濁っ
た響きの違いである和声感も、２歳頃から発達し9歳頃には成人と大体同
じになる。
　子どもの音楽的能力をまとめると、音の高低と旋律の認知・リズムの認
知・音の響き・調性感、等々殆ど大人と同じく理解できることになる。た
だし、量的なことや難易度的にはまだまだ初歩的なものもあると考察する。
これらのことから、小学校の音楽科で伝統的な日本の音楽に融合できるか
を、今までに取り上げた伝統的な音楽から判断したいと考える。
　一番初めに取り上げた「声明」は、音階的には２度から３度の上下する
形となっており、音高は小学校の低学年や中学年でもまねをすることはで
きるが、特に男性の大人の質や声量とは違い無理であり、宗教的な内容も
あって心理的な面でもあまり相応しくないと感じられる。
　次の雅楽は、歌を主体にした音楽になっており、「歌物」や「管絃」と
「舞楽」で構成されている。舞うことと、催馬楽や朗詠などの歌自体は大人
の唄なので、声質をまねてうたうことは難しいが、特に管弦の音楽なら小
学生でも可能であると考える。その理由を簡単に考えると、旋律的なもの
が管楽器で演奏し、リズム的なことを絃楽器で演奏しているからである。
つまり、それらの雅楽の楽器をそのまま使って行うことはできないが、今
小学校で使われている楽器で代用し、その日本的な雰囲気を味わいながら
合奏をすることを目的にすれば可能となる。管楽器をリコーダーやハーモ
ニカ・オルガンで琵琶や筝と太鼓等のリズム的な楽器を打楽器で行うので
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ある。
　現在行っている音楽科の音楽は西洋音楽であり、突き詰めて考えると雅
楽の音楽の、楽譜や楽器、拍子、五音音階、楽典、等々を西洋の楽器を使っ
て行うわけであるから、和洋折衷の音楽になるわけである。勿論本物の雅
楽の楽器で行えればさらに結構であるが、その楽譜や日本の楽器を使うこ
とは、長期的計画が必要である。現在では篳篥・龍笛など管楽器類は、プ
ラスチックの物がすでに民間の会社で販売されているので本格的な演奏も
行えるのであるが、技術的にも年齢的にも小学生としては相応しくないの
ではないかと考察する。
　次に能であるが、歌舞を中心とした謡と、笛や太鼓類の囃子で構成され、
これらは子どもの音楽的能力から見れば、中学年位からなら鑑賞すること
も演奏することも可能であると考える。しかし、謡の特徴のある音高やこ
ぶしのような声質を、まったく同じようにまねることは難しい。それは、
地声で発声されることが多いが、演奏や演技、舞がそれぞれ専門の流派に
分かれているからであり、その家系や師弟で守られているからである。日
本の伝統的なことが気楽に学べ、その技術的なことを二の次にして行うこ
とができれば、掛け声などが入って、非常に面白いものがある。これまで
にも狂言などは、音楽科に限らず、小学生・中学生の全体的な教養や鑑賞
教材として取り上げられている。
　次の歌舞伎も、歌舞を主体にしている点では能と似ているが、囃子類と
さらに三味線が追加され歌舞伎に結び付き、長唄、常盤津節、清元節が発
達し、三味線や尺八そして筝の音楽が発展していく。これらの絃楽器や管
楽器はしだいに独奏楽器として、歴史的にも一般の庶民の間で目ざましい
発展となってゆくわけである。尺八は首振り三年といわれるようになかな
か音を出すことも難しい。そして虚無僧の「空」の境地を求め修行道とし
て発展したこともあり、小学生で心境を理解し演奏するのは非常に難しく
適当ではない。しかし「鹿の遠音」などは、奏者の気迫や掛け合い等を味
わい鑑賞するのであるならば良い日本の伝統曲となるであろう。また、三
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味線も調弦やフレット（ヴァイオリン等も同様）がなく、撥を使って音を
出し、聴覚や音感で音を出すので演奏が可能になるまでには時間がかかる
のが難点である。また、三味線は伴奏楽器として発展してきたこともあり、
大人の酒宴で使われることが多かったので、どちらかというと子どもには
馴染まない楽器である。
　箏もまた流派があり演奏用具等も異なって、爪をつけて弾いて奏する。
しかし、主に開放弦を奏し高学年位で行うなら「さくら」や童歌は、弓を
使わないので無理なことではない。箏の連奏はグリッサンド奏法と同じく
音の虹のように色彩的効果もあり、子どもにとって興味があるところであ
る。また、これらの和楽器を独奏楽器として体験することも良いが、太鼓
等を含めた合奏として行うならば日本の響きや趣を感じることにもなりさ
らに良い体験になると考察する。
　俗曲で大衆的な民謡は、唄が主であり日本各地に伝承されてきた。自分
の出身地の有名な民謡であれば、方言等と重なって親しみが湧くものであ
る。例えば「こきりこ節」の「こきりこ」は竹製で西洋の楽器にはない特
有の民俗楽器を使っている。また「ソーラン節」など愛の手として、唄の
間に入る掛け声が正に囃子となって効果をあげており、この曲は踊りも含
めすでに若者の間で浸透し全国に広められている。
　このように民謡には、こぶし等の唄いまわしや独特の唄い方があり、西
洋の歌曲の発声と比較してみると、おもしろい特徴があり、かえって新鮮
さと興味を感じるものと考えられる。したがって、中学年位から理解でき
るものであり、鑑賞としては勿論、曲によってはうたうこともできるので
はないかと考察する。
　さて、雅楽で使われた太鼓類はその後、能や歌舞伎の鼓からお囃子やお
祭りで使用され、さらに民謡などと結び付き多大な発展をしている。そし
て一人で打つ締め太鼓や鋲打ち太鼓等々色々な種類において、打つ時の感
触が身体じゅうに響き渡り、忘れられない体感となっているのである。さ
らに集団で演奏されるものは迫力が増し、協調的な達成感を築くことがで
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きるので、日本楽器の体験として見直されている。これらは、打楽器のリ
ズム感と拍子感を学ぶ役割になるので、難易度を考えて行うならば、低学
年からでも良い体験になると考察する。
６、まとめと課題
　筆者がこの研究課題を探求していく過程で、次第に日本の伝統音楽の魅
力に引き込まれていくことを覚えた。それは、多くの日本の人たちが、そ
れらの音楽に息吹きを感じていたからであり、利休や芭蕉が求めた日本独
特の「わび」や「さび」といった優雅で気品のある趣を持っていたからで
ある。それは、美の意識としての「もののあわれ」や世阿弥による「幽玄」
の世界、さらに江戸庶民の「粋」な価値観、等々にあるからである。
　それらの理由は、古くは大陸から伝来し日本のそれぞれの時代の中で、
楽器の工夫と育まれた音楽の発達に証明される。雅楽では、天から差し込
む光や天と地を駆け巡る龍を表し、地上にこだまする人々の声を表してお
り、それを醸し出している笙や龍笛・篳篥の楽器の演奏法にあるのである。
それらを引き継ぎながら他の時代の楽器でも、箏などの絃楽器の糸の擦れ
る音（三味線の「サワリ」）、尺八の息の音、等々西洋音楽では認められな
い噪音（そうおん、一種の騒音）が音楽として含められているからである。
　このように、日本の伝統音楽には西洋音楽にはない魅力が溢れており、
趣味としての音楽を嗜むばかりでなく、先人からの魂や精神を受け継ぎ、
世界に誇れるものとして、小学生から体験していくことが必要であると確
信するのである。
　なお、引き続き小学校音楽科における日本の伝統音楽の教材研究を、鑑
賞に適したもの、歌唱体験に適したもの、楽器の演奏体験に適したもの、
合奏に適したもの、にした研究課題とする。
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